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一
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戦
争
と
い
う
、
張
り
詰
め
た
時
代
の
空
気
の
中
で
過
ご

し
た
青
春
時
代
を
、
不
思
議
に
も
懐
か
し
く
想
う
こ
と
が

あ
る
。
平
和
な
今
日
で
は
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
。

人
と
人
と
が
命
の
や
り
取
り
す
る
戦
争
は
良
い
こ
と
で
は

な
い
。
国
家
と
い
う
組
織
を
背
後
に
残
酷
な
殺
し
合
い
を

し
、
そ
の
あ
と
に
は
悲
惨
な
光
景
だ
け
が
残
る
の
み
で
あ

る
。
ま
た
、
今
日
の
日
本
の
平
和
と
繁
栄
が
、
戦
争
の
尊

い
犠
牲
の
上
に
築
か
れ
て
い
る
こ
と
を
決
し
て
忘
れ
て
は

な
ら
な
い
。

命
と
平
和
の
尊
さ
を
、
永
遠
に
語
り
継
が
ね
ば
な
ら
な

い
と
思
い
ま
す
。
私
は
太
平
洋
戦
に
従
軍
し
て
還
ら
ぬ
戦

友
を
数
多
く
失
い
ま
し
た
。
ま
た
戦
後
五
十
有
余
年
の
今

日
で
も
、
還
ら
ぬ
戦
友
の
消
息
を
未
だ
に
求
め
て
い
る
遺

族
と
、
そ
の
調
査
に
苦
労
し
て
い
る
人
達
を
思
う
時
、
あ

の
戦
場
を
知
る
者
が
日
々
に
姿
を
消
し
て
い
く
。
人
知
れ

ず
ル
ソ
ン
の
山
野
に
今
な
お
眠
る
人
が
物
が
言
え
ぬ
以

上
、
生
を
得
て
還
っ
た
私
達
以
外
に
誰
が
そ
れ
を
伝
え
る

こ
と
が
で
き
よ
う
か
と
日
夜
悩
ん
で
お
り
ま
し
た
。

昭
和
十
九
（
一
九
四
四
）
年
末
に
ル
ソ
ン
の
戦
場
に
身

を
投
ず
る
こ
と
に
な
っ
た
一
人
の
人
間
が
、
各
地
で
垣
間

見
た
戦
争
と
軍
隊
と
人
間
、
そ
し
て
極
限
状
態
に
お
か
れ

た
己
と
い
う
人
間
の
従
軍
記
録
を
、
ま
た
後
世
に
残
す
べ
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く
、
じ
っ
く
り
と
自
分
の
歩
い
て
き
た
道
を
、
こ
つ
こ
つ

と
記
憶
の
糸
を
紡
ぎ
続
け
て
書
き
記
し
て
お
き
た
い
と
頑

張
っ
て
い
る
こ
の
頃
で
す
。

長
い
人
生
で
は
、
不
調
や
好
調
な
と
き
も
あ
り
、
ま
た

耐
え
難
い
苦
難
や
苦
悩
の
時
も
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
長
い

人
生
に
大
き
く
役
立
つ
の
が
健
康
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

商
家
で
育
っ
た
私
は
、
柔
弱
で
体
力
の
な
い
体
質
で
あ

る
こ
と
を
見
越
し
て
、
父
は
生
涯
の
宝
は
健
康
が
第
一
と

い
う
考
え
で
、
大
農
（
大
曲
農
業
）
第
一
種
本
科
へ
入
学

を
勧
め
ら
れ
ま
し
た
。
入
校
し
た
当
時
は
日
支
事
変
が
刻

一
刻
と
拡
大
の
一
途
を
辿
り
、
国
内
で
は
戦
争
遂
行
の
た

め
の
物
資
統
制
令
が
施
行
さ
れ
、
時
勢
は
ま
す
ま
す
厳
し

く
、
毎
日
の
学
習
時
間
も
少
な
く
な
り
、
農
業
自
習
や
軍

事
教
練
演
習
と
、
終
日
、
日
が
暮
れ
る
ま
で
続
き
ま
し

た
。心

身
の
鍛
錬
に
は
な
っ
た
が
、
学
校
に
来
て
教
科
学
習

授
業
が
な
い
日
々
に
寂
し
く
不
満
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

卒
業
後
の
昭
和
十
八
年
に
徴
集
兵
と
し
て
は
一
番
最
後

の
昭
和
十
九
年
三
月
二
十
五
日
、
現
役
兵
と
し
て
旧
東
満

州
の
東
安
総
省
半
載
河
（
ソ
連
国
境
に
あ
る
興
凱
湖
の
ほ

と
り
）
の
第
三
国
境
守
備
隊
に
入
隊
し
ま
し
た
。
当
時
、

三
月
末
と
は
い
え
当
秋
田
地
方
と
は
違
い
雪
は
少
な
い
の

で
す
が
、
凍
り
つ
い
た
寒
さ
、
零
下
二
〇
度
を
越
え
る
道

中
を
物
と
も
せ
ず
数
百
人
の
入
営
兵
が
隊
列
を
組
ん
で
一

〇
キ
ロ
の
道
を
部
隊
へ
と
行
進
し
ま
し
た
。

部
隊
駐
屯
地
か
ら
東
方
約
三
キ
ロ
の
標
高
二
〇
〇
メ
ー

ト
ル
位
の
岩
山
が
あ
り
、
ソ
連
と
の
国
境
に
対
し
て
部
隊

の
監
視
哨
が
あ
っ
た
。
岩
山
に
は
各
地
各
所
に
地
下
洞
窟

が
掘
ら
れ
、
要
所
に
ト
ー
チ
カ
が
あ
っ
た
。
銃
眼
か
ら
ソ

連
領
に
対
し
砲
口
が
向
け
て
あ
っ
た
。
対
面
の
ソ
連
軍
部

隊
は
欧
州
で
の
独
ソ
戦
の
た
め
男
性
兵
士
は
転
出
し
て
お

り
、
ほ
と
ん
ど
女
性
兵
士
が
多
い
と
の
情
報
だ
っ
た
。
ま

た
、
我
々
が
入
隊
す
る
前
に
、
白
系
露
人
の
将
校
が
逃
亡

し
、
我
が
部
隊
に
亡
命
を
求
め
て
き
て
、
そ
の
将
校
か
ら

の
情
報
で
は
「
ソ
連
軍
は
我
が
日
本
軍
の
𨻶
を
見
て
侵
攻

し
て
く
る
の
は
必
至
」
で
、
逆
に
、
日
本
軍
は
「
ソ
連
軍

部
隊
の
欧
州
戦
線
へ
移
動
し
て
兵
力
の
手
薄
な
時
こ
そ
好
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機
だ
」
と
主
張
す
る
幹
部
将
校
も
お
っ
た
。

初
年
兵
教
育
で
は
ソ
連
軍
の
攻
撃
近
し
の
雰
囲
気
で
毎

日
が
実
戦
的
演
習
と
し
て
対
戦
車
戦
を
想
定
し
て
の
速
射

砲
、
円
盤
地
雷
投
擲
等
の
訓
練
が
続
い
た
。
食
糧
給
与
は

極
寒
の
冬
期
が
長
い
地
区
の
た
め
、
生
野
菜
の
自
給
自
足

は
で
き
な
い
た
め
不
足
し
て
、
乾
燥
野
菜
が
多
く
、
ま
た

主
食
は
白
米
飯
食
は
一
切
無
く
、
高
粱
、
大
豆
そ
の
他
の

混
合
米
飯
が
三
食
続
い
た
。
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
白

米
、
そ
の
他
は
戦
闘
期
間
の
備
蓄
保
管
し
て
お
る
と
の
こ

と
で
あ
っ
た
。
初
年
兵
に
は
甘
味
品
、
煙
草
、
日
用
品
等

の
支
給
は
半
月
に
一
、
二
回
で
、
酒
の
支
給
は
ほ
と
ん
ど

な
く
、
ま
た
初
年
兵
の
外
出
は
一
切
許
さ
れ
な
か
っ
た
。

四
月
末
に
幹
部
候
補
生
教
育
隊
に
入
隊
し
た
。
教
育
中

の
九
月
中
旬
の
或
る
日
、
動
員
令
が
発
令
と
い
う
こ
と
で

部
隊
本
部
に
呼
ば
れ
、
ハ
ル
ピ
ン
の
特
務
機
関
要
員
の
転

出
を
打
診
さ
れ
た
が
、
極
力
、
性
格
、
体
力
そ
の
他
等
に

て
も
不
適
と
強
硬
に
嘆
願
し
た
。
そ
の
結
果
「
国
家
多
難

な
時
で
も
あ
り
、
動
員
令
の
趣
旨
は
精
兵
の
抽
出
、
選
抜

だ
か
ら
御
国
の
為
に
頑
張
っ
て
欲
し
い
」
と
訓
辞
さ
れ
、

ま
た
「
幹
部
候
補
生
教
育
中
だ
か
ら
諦
め
て
欲
し
い
」
と

の
こ
と
で
あ
っ
た
。
当
時
部
隊
で
は
下
級
将
校
人
員
が
不

足
で
、
そ
の
後
、
未
任
官
の
私
を
、
下
士
官
、
兵
を
含
む

十
四
人
を
引
率
し
て
ハ
イ
ラ
ル
地
区
部
隊
に
転
属
命
令
が

下
さ
れ
た
。

ハ
イ
ラ
ル
へ
到
着
し
た
の
は
十
月
五
日
頃
で
あ
っ
た
。

部
隊
は
当
時
北
満
大
興
安
嶺
の
大
平
原
の
守
り
に
任
じ
て

い
た
。
第
二
十
三
師
団
（
旭
兵
団
・
原
隊
・
熊
本
）
で

あ
っ
た
。
当
師
団
は
昭
和
十
四
年
の
ノ
モ
ン
ハ
ン
事
件
で

敢
闘
し
た
小
松
原
兵
団
で
、
南
九
州
出
身
の
将
兵
約
三
万

か
ら
な
る
精
鋭
部
隊
で
あ
っ
た
。

旭
兵
団
は
新
編
成
兵
団
の
た
め
全
満
州
各
地
に
あ
る
関

東
軍
部
隊
か
ら
抽
出
さ
れ
た
兵
士
が
続
々
と
毎
日
の
ご
と

く
集
合
し
て
来
た
。
私
は
第
三
国
境
守
備
隊
で
速
射
砲

（
対
戦
車
砲
）
の
訓
練
を
受
け
て
お
っ
た
が
、
新
部
隊
編

成
の
部
隊
要
員
は
対
戦
車
砲
部
隊
と
の
こ
と
で
、
全
満
各

部
隊
か
ら
の
砲
兵
科
出
身
兵
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
兵
器
は

「
壱
式
自
走
砲
七
五
ミ
リ
砲
搭
載
で
一
台
に
五
人
の
兵
士
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が
乗
り
込
む
戦
車
の
よ
う
な
車
輌
で
あ
る
が
、
ま
だ
部
隊

に
は
配
車
に
な
っ
て
い
な
い
が
、
近
々
日
本
本
土
よ
り
到

着
予
定
」
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
ハ
イ
ラ
ル
兵
団
各
部
隊

兵
舎
は
ハ
イ
ラ
ル
市
内
よ
り
約
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
位
の
丘

陵
地
帯
に
配
備
さ
れ
一
大
集
団
を
つ
く
っ
て
お
っ
た
。

ま
た
ハ
イ
ラ
ル
一
帯
は
モ
ン
ゴ
ル
国
ま
で
一
望
千
里
の

大
平
原
が
続
い
て
お
り
、
ハ
イ
ラ
ル
市
街
地
の
建
物
は
土

壁
造
り
で
、
緬
羊
な
ど
の
動
物
臭
気
が
一
帯
に
漂
っ
て
い

た
。
新
編
成
部
隊
本
部
指
揮
班
に
配
属
さ
れ
た
私
は
、
上

官
将
校
な
ど
と
職
務
を
分
担
し
て
「
壱
式
自
走
砲
車
」
の

配
車
を
待
ち
受
け
て
い
た
が
、
試
作
製
車
で
生
産
が
不
足

で
部
隊
へ
の
配
車
み
こ
み
な
し
と
な
っ
た
。

部
隊
は
急
遽
「
師
団
衛
生
部
隊
」
と
な
り
、
戦
闘
中
の

傷
兵
は
救
出
任
務
の
担
架
三
個
中
隊
、
負
傷
兵
の
看
護
の

衛
生
兵
一
個
中
隊
に
編
成
を
変
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま

た
兵
力
は
南
方
方
面
軍
の
増
援
に
転
用
さ
れ
る
ら
し
い
と

の
情
報
も
あ
っ
た
。

部
隊
第
一
一
八
八
部
隊
を
再
編
成
に
あ
た
り
、
一
番
健

康
な
若
い
者
と
健
康
に
異
状
前
歴
あ
る
者
、
召
集
兵
、
妻

帯
者
と
三
分
割
さ
れ
、
前
歴
あ
る
者
は
外
蒙
国
境
の
満
州

里
部
隊
、
ま
た
、
召
集
兵
、
妻
帯
者
は
当
地
ハ
イ
ラ
ル
部

隊
に
残
置
さ
れ
、
そ
し
て
若
い
体
力
の
あ
る
者
は
南
方
要

員
と
決
定
し
た
。

と
も
か
く
に
も
毎
日
続
々
と
入
隊
し
て
く
る
の
で
、
整

然
と
し
た
抽
出
な
ど
は
な
く
、
た
だ
目
ま
ぐ
る
し
い
ば
か

り
の
繁
雑
な
業
務
で
右
往
左
往
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の

が
当
時
の
状
況
で
あ
っ
た
。

先
着
の
先
任
将
校
、
上
官
諸
氏
の
指
示
に
従
い
、
相
協

力
し
て
業
務
に
努
め
、
各
人
の
性
格
、
経
歴
等
を
勘
案
し

な
が
ら
、
よ
う
や
く
間
に
合
わ
せ
る
と
い
う
有
様
で
あ
っ

た
。十

月
二
十
三
日
、
師
団
は
台
湾
防
衛
部
隊
と
し
て
発
令

さ
れ
た
が
、
後
に
比
島
派
遣
に
変
更
さ
れ
た
と
言
わ
れ

た
。
当
時
の
我
々
下
級
兵
士
は
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
知
る

は
ず
も
な
か
っ
た
。

十
一
月
三
十
日
、
師
団
各
部
隊
は
、
ハ
イ
ラ
ル
出
発
、

各
隊
を
乗
せ
た
軍
用
有
蓋
列
車
は
防
諜
上
窓
の
鎧
戸
を
閉
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め
る
こ
と
。
車
内
は
敷
藁
が
敷
か
れ
て
お
り
、
そ
の
上
に

二
十
、
三
十
人
位
が
詰
め
込
ま
れ
、
窮
屈
で
暑
苦
し
さ
も

あ
り
、
臨
時
停
車
駅
で
は
全
員
ホ
ー
ム
で
体
操
し
た
り
息

抜
き
を
し
た
が
、
衣
服
の
縫
い
目
に
は
シ
ラ
ミ
が
付
い
て

悩
ま
さ
れ
た
。

十
二
月
四
日
、
釜
山
駅
到
着
、
急
造
の
待
機
宿
舎
に
入

り
、
身
体
検
査
、
マ
ラ
リ
ア
そ
の
他
予
防
接
種
を
受
け

た
。
し
か
し
、
待
機
宿
舎
に
待
機
中
、
釜
山
港
出
港
の
日

時
等
一
切
知
ら
さ
れ
な
い
。
ま
た
釜
山
港
埠
頭
ま
で
の
往

復
の
間
、
市
街
地
の
道
筋
に
は
一
人
の
人
通
り
も
な
く
、

そ
の
上
家
並
み
に
は
電
灯
を
灯
す
こ
と
も
な
く
、
ま
る
で

死
の
街
を
歩
い
て
い
る
よ
う
な
有
様
だ
っ
た
。

十
二
月
八
日
、
関
西
汽
船
の
徴
用
船
「
ブ
ラ
ジ
ル
丸
」

に
乗
船
、
港
内
を
見
渡
す
と
、
輸
送
船
五
、
六
隻
、
護
衛

艦
ら
し
き
艦
が
四
、
五
隻
い
る
の
を
見
た
。
十
日
、
門
司

港
に
寄
港
、
十
一
日
、
下
関
港
寄
港
、
そ
の
際
広
島
地
区

編
成
の
特
別
攻
撃
魚
雷
部
隊
が
乗
船
し
た
。

木
造
ベ
ニ
ヤ
製
の
船
首
に
一
、
二
台
の
魚
雷
を
搭
載
し

た
特
攻
艇
で
あ
っ
た
。
乗
船
し
た
部
隊
員
を
眺
め
る
と
同

郷
、
隣
町
出
身
の
秋
山
氏
が
お
り
、
声
を
掛
け
奇
遇
に
驚

き
な
が
ら
も
お
互
い
に
励
ま
し
あ
っ
た
。
ま
た
「
ブ
ラ
ジ

ル
丸
」
の
船
首
甲
板
に
は
砲
撃
機
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、

船
砲
隊
長
に
、
私
の
故
郷
大
曲
警
察
署
に
勤
務
さ
れ
て
い

た
佐
藤
さ
ん
が
乗
船
、
こ
れ
も
奇
遇
に
驚
か
さ
れ
た
。

「
ブ
ラ
ジ
ル
丸
」
は
、
再
三
再
四
の
徴
用
船
と
し
て
南

方
諸
地
域
に
運
船
し
て
、
船
体
各
所
に
錆
が
発
生
し
、
各

所
に
破
損
個
所
が
多
く
、
い
わ
ゆ
る
「
ボ
ロ
船
」
で
、
軍

用
船
と
し
て
修
理
し
た
こ
と
が
無
い
と
、
船
員
は
嘆
い
て

い
た
。

甲
板
上
に
は
緊
急
救
出
用
ボ
ー
ト
が
無
い
の
で
、
竹
製

の
筏
が
二
十
台
位
あ
る
の
み
で
乗
船
部
隊
兵
用
の
救
命
が

無
く
、
六
〇
セ
ン
チ
位
の
青
竹
二
本
に
麻
縄
を
通
し
て
、

そ
れ
を
身
体
の
前
後
に
縛
り
付
け
救
命
用
具
に
す
る
の
だ

と
の
こ
と
で
驚
か
さ
れ
た
。
ま
た
、
そ
の
数
も
乗
船
隊
員

の
三
分
の
一
し
か
な
い
と
の
こ
と
で
、
万
一
、
米
潜
水
艦

の
魚
雷
攻
撃
を
受
け
船
が
沈
没
し
た
ら
、
竹
製
救
命
用
具

の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
全
員
が
海
難
に
よ
り
溺
死
必
至
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と
話
し
合
っ
た
。
軍
で
は
、
こ
こ
ま
で
物
資
が
不
足
し
て

い
る
の
か
と
唖
然
と
し
た
の
は
私
一
人
で
は
な
か
っ
た
で

あ
ろ
う
。

ま
し
て
乗
船
隊
員
は
泳
ぎ
が
で
き
な
い
者
は
半
数
以
上

と
多
く
、
私
も
泳
ぎ
は
で
き
な
い
。
乗
組
み
船
員
達
も
海

中
に
投
げ
出
さ
れ
て
は
生
き
残
れ
る
可
能
性
は
な
い
の
で

諦
め
る
覚
悟
で
あ
る
と
申
さ
れ
る
に
つ
け
、
私
達
部
隊
員

は
、
海
難
死
と
諦
め
る
決
心
す
る
よ
り
仕
方
な
か
っ
た
。

航
海
中
い
か
に
無
事
に
比
島
に
上
陸
で
き
る
か
、
ル
ソ

ン
島
と
台
湾
の
中
間
に
あ
る
バ
シ
ー
海
峡
に
は
米
潜
水
艦

が
待
ち
伏
せ
し
て
お
り
、
我
が
軍
の
数
百
隻
の
艦
船
が
撃

沈
さ
れ
、
日
本
艦
船
の
墓
場
だ
と
話
さ
れ
て
お
り
、
一
段

と
海
難
死
を
覚
悟
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

十
二
月
十
日
、
我
々
は
門
司
港
出
発
、
ル
ソ
ン
島
サ
ン

フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
に
向
か
っ
た
が
、
十
三
日
夕
刻
長
崎
県
五

島
列
島
沖
に
お
い
て
米
潜
水
艦
の
魚
雷
攻
撃
を
受
け
、
編

成
船
団
の
内
二
隻
が
沈
没
、
多
数
の
将
兵
と
兵
器
弾
薬
等

を
失
う
こ
と
と
な
っ
た
。
生
き
残
っ
た
部
隊
が
サ
ン
フ
ェ

ル
ナ
ン
ド
港
に
上
陸
で
き
た
の
は
十
二
月
二
十
三
日
の
こ

と
で
あ
る
。
そ
し
て
ル
ソ
ン
島
に
お
い
て
米
軍
が
上
陸
す

る
で
あ
ろ
う
と
予
測
さ
れ
た
リ
ン
ガ
エ
ン
湾
に
面
し
た
高

地
に
陣
地
を
展
開
し
た
。

翌
昭
和
二
十
年
一
月
九
日
早
朝
、
約
一
千
隻
に
及
ぶ
艦

船
に
よ
る
艦
砲
射
撃
と
空
爆
に
守
ら
れ
て
、
続
々
と
上
陸

す
る
米
軍
を
迎
え
て
迎
撃
戦
を
繰
り
広
げ
、
前
線
陣
地
を

死
守
し
た
が
、
戦
況
は
我
が
軍
に
不
利
で
、
戦
死
傷
者
が

続
出
し
た
。
そ
こ
で
前
線
将
兵
の
玉
砕
を
憂
慮
さ
れ
た
軍

司
令
官
山
下
奉
文
大
将
は
各
部
隊
へ
後
方
陣
地
の
バ
ギ
オ

西
南
方
に
な
る
山
複
廓
陣
地
へ
の
撤
退
を
下
令
さ
れ
ま
し

た
。私

は
戦
中
は
部
隊
か
ら
命
令
伝
達
者
と
し
て
の
任
務
の

道
筋
は
二
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
級
の
山
々
が
連
な
る
山
岳
地

帯
で
、
幾
つ
も
の
山
を
駆
け
め
ぐ
り
、
川
を
渡
り
、
谷
を

越
え
、
断
崖
を
よ
じ
登
り
、
ま
た
昼
な
お
暗
く
密
林
を
昼

夜
を
問
わ
ず
歩
い
た
。
食
糧
も
無
く
、
栄
養
失
調
に
な

り
、
そ
の
上
マ
ラ
リ
ア
、
赤
痢
に
苦
し
め
ら
れ
な
が
ら
、

単
身
で
任
務
の
遂
行
に
努
め
ま
し
た
。
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あ
る
時
は
径
路
に
、
点
々
と
絶
え
る
こ
と
な
く
屍
が
続

き
、
鬼
気
迫
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
恐
ら
く
、
各
地
の

戦
場
で
勇
敢
に
戦
い
傷
つ
き
、
こ
れ
ま
で
生
き
残
っ
た
勇

士
の
最
後
で
あ
ろ
う
。
そ
の
無
念
さ
を
思
え
ば
、
片
手
拝

み
の
手
さ
え
挙
げ
ら
れ
ず
、
黙
禱
で
冥
福
を
祈
る
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
。

ま
た
倒
れ
て
呼
吸
も
苦
し
そ
う
な
戦
友
に
「
生
き
る
ん

だ
、
頑
張
れ
よ
」
と
掛
け
声
を
掛
け
て
元
気
づ
け
励
ま
し

た
の
に
、
一
週
間
も
し
な
い
う
ち
に
、
白
骨
が
軍
服
を
着

て
い
る
よ
う
な
姿
に
な
り
、
哀
れ
で
あ
り
、
合
掌
し
て
冥

福
を
祈
る
の
み
で
あ
り
ま
し
た
。

私
は
開
戦
時
か
ら
、
プ
ロ
グ
山
麓
の
最
終
戦
陣
地
で
終

戦
を
迎
え
る
ま
で
、
命
令
伝
達
者
と
し
て
任
務
に
つ
き
、

無
事
生
還
で
き
、
戦
後
五
十
余
年
に
な
る
現
在
、
頑
健
で

い
ら
れ
る
こ
と
を
思
え
ば
、
農
林
学
校
在
学
中
の
鍛
錬
の

賜
物
と
感
慨
無
量
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

私
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
は
概
略
次
の
如
く
で
あ
り
ま
す
。

大
正
十
二
（
一
九
二
三
）
年
秋
田
県
生
ま
れ
、
昭
和
十

九
年
三
月
、
満
州
第
三
国
境
守
備
隊
入
隊
。

同
十
月
、
ハ
イ
ラ
ル
第
二
十
三
師
団
（
旭
兵
団
）
衛
生

隊
に
転
入
。
同
十
二
月
「
捷しょう
号ごう
作
戦
」
に
よ
り
釜

山
港
出
帆
。
比
島
へ
航
行
中
乗
船
は
魚
雷
攻
撃
に
よ

り
大
損
害
を
受
け
る
も
、
北
サ
ン
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
港

上
陸
（
船
団
九
隻
中
三
隻
）、
湾
岸
高
地
に
陣
地
構

築
。

同
二
十
年
一
月
、
米
軍
大
挙
上
陸
し
頑
強
に
抗
戦
す
る

も
優
勢
な
兵
力
、
火
力
の
た
め
犠
牲
増
大
、
衛
生
隊

と
し
て
負
傷
兵
救
出
任
務
に
つ
く
。
部
隊
命
令
に
よ

り
連
絡
将
校
と
な
り
転
進
す
る
も
、
バ
ギ
オ
陥
落
。

同
年
九
月
初
旬
、
山
中
に
て
終
戦
を
知
り
、
二
十
二

年
マ
ニ
ラ
港
よ
り
、
日
本
海
軍
掃
海
艇
に
て
大
村
港

上
陸
後
復
員
。
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